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世
界
禁
煙
デ
ー
、禁
煙
週
間
で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）が

設
け
る
５
月
31
日
の
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
か
ら
始
ま

る
１
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
に
た
ば
こ
の
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
と
、
切

迫
早
産
や
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
S
I
D
S
）

と
の
関
係
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
重
症

化
の
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」「
禁
煙
週
間
」
を
き
っ
か
け
に
、

禁
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

i

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の

薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す

　

松
く
い
虫
の
被
害
か
ら
地
域
の
重
要
な
松
林
を
守

る
た
め
、
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。

　

薬
剤
散
布
が
安
全
か
つ
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
空
中
散
布
に
つ
い
て

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

　

・
日
時　

６
月
16
日
㊍　

午
前
４
時
〜
午
前
７
時
頃

　

・
場
所　

松
島
海
岸
地
区
ほ
か

○
地
上
散
布
に
つ
い
て

　

地
上
で
噴
射
機
を
使
い
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

　

・
日
時　

６
月
６
日
㊊
か
ら
10
日
㊎
ま
で
の
う
ち

　
　

３
日
間
程
度

　
　

午
前
５
時
〜
午
後
２
時
頃

　

・
場
所　

松
島
海
岸
地
区
、
町
民
の
森
ほ
か

【
注
意
事
項
】

　

・
気
象
条
件
等
の
理
由
に
よ
り
、
時
間
の
変
更
や

　
　

順
延
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

・
散
布
す
る
薬
剤
は
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

　
　

す
が
、
万
が
一
体
調
に
異
変
が
出
た
場
合
は
、

　
　

松
島
病
院
（
☎
３
５
４
‐
５
８
１
１
）
に
連
絡

　
　

し
適
切
な
処
置
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

・
安
全
に
は
十
分
注
意
し
ま
す
が
、
散
布
時
に
は

　
　

次
の
２
点
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

①
車
両
や
開
い
た
井
戸
等
は
布
な
ど
で
覆
い
、

　
　
　

洗
濯
物
は
取
り
込
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　

②
散
布
実
施
中
は
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で

　
　
　

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
散
布
区
域
内
で
の
山
菜

　
　
　

類
等
の
採
取
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

・
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
林
業
振
興
部
林
業

　
　

振
興
班　

☎
２
７
５
‐
９
２
５
２

　

・
産
業
観
光
課
産
業
振
興
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
７

i

▲HP用

移
住
希
望
者
が
町
内
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
探
し
て
い
ま
す
！

　

近
年
、
移
住
希
望
者
か
ら
購
入
ま
た
は
賃
貸
可
能

な
町
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
情
報
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
居
住
が
困
難
な
物
件
等
に
関
し
て
は
、
掲
載
を
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
）

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
掲
載
に
係
る
手
続
き
等

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
】

　
●
問
合
先　

企
画
調
整
課

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　

【
将
来
利
用
予
定
が
あ
る
場
合
】

　

〇
定
期
借
家
契
約

　
　

期
間
満
了
で
契
約
が
終
了
し
、
更
新
義
務
が

　

な
い
定
期
借
家
契
約
も
あ
り
ま
す
。

　

【
買
い
手
・
借
り
手
を
見
つ
け
る
場
合
】

　

〇
不
動
産
業
者

　
　

住
宅
を
売
却
や
賃
貸
す
る
場
合
は
、
不
動
産

　

業
者
に
仲
介
を
依
頼
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

●
問
合
先

　

（
公
社
）
宮
城
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
　
　
　
　

☎
２
５
３
‐
６
４
２
０

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
５
３
‐
６
４
２
１

適
正
に
空
き
家
・
空
き
地
を

管
理
し
ま
し
ょ
う

募
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成
人
年
齢
引
き
下
げ
後
の

成
人
式
典
に
つ
い
て

　

民
法
改
正
に
伴
い
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
成
人
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

本
町
で
は
、
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

令
和
４
年
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
行
通
り
20
歳

を
対
象
と
し
て
成
人
式
典
「（
仮
称
）
20
歳
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
令
和
５
年
１
月　

（
仮
称
）
20
歳
の
つ
ど
い

　
（
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
1
日

　

生
ま
れ
の
方
）

●
令
和
６
年
１
月　

（
仮
称
）
20
歳
の
つ
ど
い

　
（
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日

　

生
ま
れ
の
方
）

　

式
典
の
名
称
に
つ
い
て
は
、「
成
人
式
」か
ら「（
仮

称
）
20
歳
の
つ
ど
い
」
な
ど
に
変
更
し
ま
す
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
R
L

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０
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第
60
回
町
民

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
さ
れ
て
き
ま
し
た
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

　

町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
本
町
の
12
の
分

館
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
第
59
回
に
開
催
さ
れ
た
大
会
は
、
磯
崎
分
館

と
初
原
分
館
の
ダ
ブ
ル
優
勝
で
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
つ
い
て
は
健
康
増
進
な
ど
の

効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
第
60
回
の
記
念

大
会
に
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

６
月
５
日
㊐

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分
（
予
定
）

●
開
催
場
所　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

●
内　
　

容　

ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー
、最
初
は
グ
ー
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　

ン
ケ
ン
ポ
ン
、
玉
入
れ
、
詰
め
放
題

　
　
　
　
　
　

リ
レ
ー
な
ど
（
予
定
）

●
そ
の
他

・
当
日
は
ご
自
宅
で
検
温
を
し
、
マ
ス
ク
着
用
の
上

　

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

・
水
分
補
給
以
外
で
の
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
熱
中
症
対

　

策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
大

　

会
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館　

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

　

町
で
は
、
禁
煙
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　
☎
３
５
５
‐
０
７
０
３
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お
知
ら
せ

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に　
　
　
　

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
を

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に

想
定
さ
れ
る
災
害
を
確
認
し
、
防
災
・
減
災
に
つ

な
げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。
も
し
も
の
と
き
の
必

要
な
行
動
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
最
寄

り
の
避
難
施
設
や
避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
、
災

害
時
の
行
動
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
を

　

危
険
が
差
し
迫
っ
た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
に

避
難
し
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
非

常
時
に
持
ち
出
す
べ
き
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
お
き
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

情
報
を
入
手
し
よ
う

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
し
情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
安
心
・

安
全
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、S
N
S（
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ラ
イ
ン
）
で
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
S
N
S
の
登
録
に
つ
い
て
は
裏
カ

レ
ン
ダ
ー
上
部
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

　

毎
年
各
地
で
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
等

の
土
砂
災
害
が
多
発
し
、
人
命
・
財
産
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
等
土
砂
災
害
危

険
箇
所
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
こ
れ
か
ら
梅

雨
や
台
風
等
で
土
砂
災
害
が
多
発
す
る
時
期
に
入
り

ま
す
の
で
、
が
け
等
の
様
子
が
普
段
と
違
う
と
き
に

は
早
め
に
安
全
な
と
こ
ろ
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

建
設
課
建
設
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
９

i
松
島
町「
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

安
心
・
安
全
メ
ー
ル
は
台
風
の
状
況
や
避
難
情
報
、

ク
マ
の
出
没
情
報
や
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
な

ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
登
録
方
法
】

①
登
録
は
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

　

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、
登
録
専
用
ア
ド
レ

　

ス
『　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
へ
空
メ
ー
ル
を

　

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
す
る
携
帯
電
話
等
の
端
末
よ

　

り
空
欄
の
ま
ま
送
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊟
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
場
合
は
、
登
録
前

　

に
『　
　
　
　
　
　
　

』
か
ら
メ
ー
ル
を
受
信
が

　

で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
返
信
メ
ー
ル
か
ら
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用

　

規
約
を
確
認
後
「
次
へ
」
ボ
タ
ン
を
押
す

③
登
録
用
の
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
と
「
登
録
名
」
を
入

　

力
し
、「
確
認
」
ボ
タ
ン
を
押
す

④
内
容
を
確
認
し
、「
登
録
」
ボ
タ
ン
を
押
す
（
「
登

　

録
完
了
の
ご
案
内
」
の
メ
ー
ル
受
信
）

※
登
録
完
了

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
般

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２
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「児童手当」が変わります
　児童手当法の一部改正に伴い、令和４年６～９月分（令和４年１０月支給分）から特例給付と現況届が変更されます。

　　　　　 特例給付の対象者に係る所得上限の創設
　これまで、所得が限度額以上の方に対して児童１人につき５,０００円の特例給付が支給されていましたが、令和４年６～
９月分の手当からは、所得が限度額以上の方は支給対象外となります。
　これに伴い、所得が限度額以上となり特例給付の対象外となった受給者は、翌年以降、所得が限度額未満となった場合に
新たに認定請求をする必要があります。
　〈支給対象外となる基準〉　
　　子ども２人と年収１０３万円以下の配偶者の場合、主たる生計維持者の年収が１,２００万円とし、その場合における、
　　所得額の基準とそれに対応する給与収入額の目安は表のとおりです。

　　　　　 現況届の提出が原則不要
　現況届について、令和４年分からは原則提出不要となります。
　尚、以下の方は引き続き現況届の提出が必要になります。
・住民基本台帳上で住所を把握できない、法人である未成年後見人　・同居父母のうち６月１日現在で配偶者と離婚協議中
　の受給者　・住民票上の住所地以外の市町村で受給しているDV避難者　・児童手当等に係る戸籍及び住民票に記載のな
　い児童（無戸籍児童）に係る受給者　・施設等受給者　・市町村等で現況届等の提出が必要と判断された方
●問合先　町民福祉課福祉班　　☎３５４‐５７０６

０歳から１５歳までの児童を養育している皆さんへ

変更点①

変更点②

扶養親族等の数

０人

１人

２人

３人

４人

５人

所得額（万円）

８５８

８９６

９３４

９７２

１０１０

１０４８

収入額の目安（万円）

１０７１

１１２４

１１６２

１２００

１２３８

１２７６


